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深谷市レベル４モビリティ・地域コミッティ

【キックオフ会議】

令和６年１１月１日（金） 午後２時
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１．レベル4モビリティ・地域コミッティについて

3

レベル4自動運転サービスの現状 レベル4モビリティ・地域コミッティの目的

• 令和7（2025）年度に50カ所程度、令和9（2027）年度に100

カ所以上サービス実装という目標達成に向けて、取組の加
速が求められる

• そのためにも、各地域の受容性の向上と、透明性と公平性
を確保しつつ許可等の手続きを迅速に進める必要がある

• 地域コミッティは、地方公共団体・関係行政機関・事業者によ
る綿密な連携体制を構築することで、地域の受容性醸成を
図りつつ手続の透明性・公平性を確保し、各地のレベル４自
動運転サービスの実現を加速する

50カ所程度 100カ所以上

全国都道府県
L4サービス実装箇所

2023年 2025年 2027年

地方公共団体

関係行政機関 事業者

レベル4モビリティ・地域コミッティの構成

• 運行事業者
• システムベンダー
• 有識者 ・・・

連携体制
構築

出典：23年12月20日デジタル行財政改革会議（第３回）
資料３ 国土交通大臣提出資料

• 地方運輸局
• 地方整備局
• 地方経済産業局
• 都道府県警察
• 地方総合通信局

＊事務局



２．自動運転移動サービスの導入の背景・目的
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○自動運転L4の実装を通じ、市内公共交通の「路線再構築（リ・デザイン）」をめざす

背景

• 運転手不足の深刻化により、地域住民の移動に大きな影響が出ている。

• 令和2年以降、民間路線バスの廃線2路線、タクシー会社の廃業1社。

• 一方で新一万円札の発行を契機として増加が見込まれる観光客の移動需要への対応が求められる。

• 運転手不足問題は「将来に向けた課題」ではなく、差し迫った「現在の課題」として解決しなければならない。

目的
• 市内でも特に公共交通需要の高い「上柴地区」における自動運転L4の実装

• 自動運転L4の実装を契機としたエリア内交通の「路線再構築（リ・デザイン）」

目標

• 令和9年度を目途にアリオバスとコミュニティバス「くるリン」東部シャトル便の路線統合を検討。

• 再編後の新規路線に自動運転L4を導入、実装。

• 実証実験による知見・ノウハウを蓄積し、他の市内公共交通へ波及・展開。

• 市内公共交通における人的資源および運行コストの効率配置により、利便性と持続可能性の向上を図る。

■事業実施の背景・目的・目標



３．地域コミッティの構成員・役割

地域コミッティ構成員 氏名（所属または企業名、役職） 自動運転移動サービス実装における役割

代表 深谷市 副市長 レベル４自動運転の社会実装に向けた全体統括

関係行政機関

総務省 関東総合通信局情報通信部情報通信振興課長 求められる通信環境等についてサポート

経済産業局
関東経済産業局産業部製造産業課航空宇宙・自動車
産業室長

モビリティ産業・地域経済活性化に係るサポート

国土交通省

関東運輸局自動車技術安全部技術課長 レベル４車両認可に向けたサポート

関東地方整備局大宮国道事務所計画課長 走行環境整備に係るサポート

埼玉県警察 埼玉県警察本部交通部交通総務課長 特定自動運行許可・道路使用許可に係るサポート

自動運転による移動
サービスの運行主体

または

自動運転の実現に係
る事業者・団体

運行主体 深谷観光バス株式会社 運行に係る事項の検討・推進

事業者・団体

A-Drive株式会社 求められる領域についてL4実装推進

アイサンテクノロジー株式会社 求められる領域についてL4実装推進

学校法人智香寺学園埼玉工業大学 運行に係る事項の検討・推進



•実施概要、事業計画作成

４．地域コミッティ 実施フロー
事務局である深谷市により、
・地域コミッティ構成員及び補助事務局への事業に係る調整・報告等を実施
・事業や地域コミッティ開催に関する取りまとめを国土交通省（補助事務局経由）に報告

•開催結果把握

•関係省庁への連携

•各コミッティの開催結果取りまとめ

キックオフ 中間・最終報告会議（取りまとめ）

最終：2～3月頃11月1日

深谷市
（コミッティ事務局）

国交省
（補助事務局）

他構成員 •内容確認、共有

コミッティ開催結果の報告

報告

•実施結果の取りまとめ

•開催結果把握

•関係省庁への連携

•各コミッティの開催結果取りまとめ

•内容確認、共有

コミッティ開催結果の報告

報告



５．実証実験概要【深谷市】

○現在運行しているコミュニティバス及び特定バスルートへの自動運転バスの導入をめざす

■車両

■事業の特徴

「Minibus v2.0」（ ㈱ティアフォー製）
• 定員：28名（自動運転時16名）
• 速度：自動運転時～35km/h（手動運転時～70km/h）
• 操作系：通常のハンドル、遠隔型自動運転システム等
• 台数：1台

■体制

• 都市部における自動運転バスL4を目指す取組
→自動車や自転車、歩行者などが多い一般道路での実証運行

• 自動運転L4の実装を契機としたエリア内交通のリ・デザイン
→エリア内のバス路線を再編した上で自動運転化を図る。

• 運行主体 ：深谷観光バス㈱
• 運転手 ：車内／遠隔（1:1）
• 保安員 ：有

※写真は旧モデル（v1.0）

■車両スペック ■車両センサー配置



５．実証実験概要【深谷市】

○現在運行しているコミュニティバス及び特定バスルートへの自動運転バスの導入をめざす

■運行ルート・運行期間／運行形式 運行距離 起終点を深谷駅南口とした全長約5.1km （往路2.1km ・復路3.0㎞）

• テスト走行；令和7年1月30日～2月7日のうち7日間、

実証運行は2月10日を予定

• Lv2での定時定路線運行（今年度は無償）



運 行 ル ー ト 詳 細



6.今年度の事業実施スケジュール

大項目 小項目
令和6（2024）年 令和7（2025年）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1.体制構築 体制構築・キックオフ

2.運行準備 点群取得

運行ルート策定等

リスクアセスメント

通信調査

3.運行実施 自動運転運行実施/検
証

4.結果取り
纏め

検証結果の取り纏め

5.結果報告 報告書作成/報告会準
備



7.L4自動運転移動サービス実装に向けたロードマップ

年度 令和６(2024)年度 令和７(2025)年度 令和８(2026)年度

実証実験

許認可申請

【令和7年8月～12月】

L4許認可申請

【令和8年秋】

【公道WGにおける評価/認可申請】

・公道評価走行の実施（実証運行）

・評価シナリオに基づく走行評価

・許認可申請開始

・特定自動運行の開始に向けた準備
レ
ベ
ル
４
自
動
運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
実
装

令和9(2027)年
4月～

【走り込み・課題抽出（実証運行）】

・L4申請に向けた課題抽出

・走り込み（実証運行）の実施

【令和7年秋～】

・L4申請に向けた課
題抽出・整理

・走行環境整理

・L4想定実証運行（4ヵ月）

【車両導入・実証準備】

・車両の納入、調律等準備

・L2実証運行の実施

【令和7年2月】

・L2実証運行（1日間）
【令和8年4月～9月】

・実証運行（公道評価走行）


